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昭和60年1【1月15円

桂璃対的抑瞭会如

18．内需拡大に関する対策

我が国経済を取り巻く国際情勢をみると、米田の提訴成長率の鈍化、巨額の貿易赤字の教練、欧州の爪先襲串等を

背貝に、促註門易主徹り斤かま非常な再まりをみせている靡

我廊由経済は、民鯨油偏投資は着実に増加しており．、個人滑祭も級やかながら着実に増加しているがし住宅建設は

このところ動きが観やかである．一方、輸机は白水隋で級はいとなっている反両、輸入は足抽み状膿にあり、紆常収

支は引き続き大幅な黒字が続いている．

このような俄境の下、政内は、我研割の好調力に一事、さわしい役割と罷任を黒た可という馳急から、■轟填けクセス

改稗のためのアクション・プログラムJを策定するとともに、その安価のスケジュールを甲め、柑実に電†ニiに挿しつ

つあるところであり、まに、政綱開発欄助（Ol）∧）の第3次中期口按を設定したところである。

さらに、保護貿易主教を抑止し世界経済の．安定と持続的な発展を阿るためには、間際的な脇那i軌が必群であり、

この一芯として先fj先進5か同蔵相全域が開伸され、怨円レートの適正化のための密接な協力を関ることなどが舎点

された．その結粟、ドル高は是正の方向に向かっている。

こうした巾で、技が関としては、拝島の拡大均衡を請じて靂！折好投の解消を口指　ため、市馴一肋を抑；！団るとと

もに、円高の定裾を回りつつ、内僑拡大に努力し、それらを通じて、対外不均衡の是正に桟擁的に取り和むことが背

筋されている。

改内としては、このような認許の下に、円レートの動向とその間内好調に及ぽ1膨円に適切な且恵を払いつつ僻力

的な政策運営を行うとともに、民間活力を環大根に活用することを埼水として内需拡大を回るため、下記の㍑鰻重を

実姉する．また、内需拡大熊のうち、予算、税剛岩岡を伴う施拓については、今後の予n編成、横綱改訂の粛廿で検

持するものとする。．

1．当萌早急に実施する封靖

内需拡大の当両の封鴇として、雪！急に以下の抽細田をとることとする．
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（1）民同住宅拉只・狩川欄兜の促進

①　住宅金融公邦の特別利用貸付制度の宴席、蒋伺枠の追加

住宅杜没の促進、居住水唯の向上を取るため、住宅の減損に応・じた特別の割増縄付別度を実臆することによ

り、住宅金融公庫の碑人住宅等への貸付額を増額することとし、只付枠の追加を行う（追加邪東児欄5千位円

梓膿）．

また、下期の受付則隅の拡大を行うこととし、上記の対熊の効果の十全な発揮を回ることとする．

②　宅地開発の円滑化

宅地の円椚な供隋を阿るため、宅地開発措導電碑の行き過ぎの是正、線引きの適切な毘再しの串押l完了及び

保留解除の推進並び芋市彷叱調整区域における開発許可の規模要件の引下げの実施につき、地方公共団体を指

導する．

⑳　郡市開発の促進

都市開発を促進するため、市街地再開発事業等の積極的活用を飼るととも等、特定街区糾度、総合設計割度

等を利用し解良なプロジェクトに対する網別的な容梢串の利潤しそ檎極的に行う。

また、大柿紬の中心部等の住宅地を良好な中内嗣住宅に向けて撥船していく視点から、如一柳住用鵡川地域

の的確な見直しを行うよう地方公共団体を指導する。

④　国公有地等の有効活用

払市部における田有地等の有功活用を推進するため、これまで民田所力試用可能土地として駒布地278件、

162．2ヘクタール、国鉄用地10件、30ヘクタールの選定を行ってきてあり、今後昭和60年度内にお

いて、国有地69件、的鉄用地2件の処分に努める。

四公有地等の有効活用を推進するため、斬郡市拠点儀備事案、特定住宅市街地総合整備促進事業の活用を困

る．

なお、行政財産である土地の有効利用を飼るため、私権の設定範囲の拡大について、所要政令の見訳し、検

桐を進める．

⑤　椚改築等リフォームの促進

増改築等リフォームを促進するため、総合的なリフォーム供給体制の穀偏、関連1る技術の開発・椚及、偶

輪の提供等に努める。

⑧　連綿推進体制の推偏

住宅建設、郡市開発等の詫騰弗を早期かつ的相に実施するため、関係省庁による迎織推進体刑を雛砿づる。

（2）民間設筋拉只の促進

①　電気事菜及びガス郡桑の投射受持の追加l等

電気部粟に抽ゴる送配電の柄吸化、紀紹∩動化‥配偶怜地中化等のための投円く怜鰐1堺等を吾む．）の椚

如く今後昭和63年度・までの悶合計で1兆円梓性を「l副に椚力するよう指導するとともに、一一l昔芯気堺窮余
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社が今礫必取と　る紋別nn命を円椚に抑遼　るため、その封重刑i限虹絆に係る所持の法相案を露的川会

に提出する．

また、ガス祁桑におりる保安の強化等のための載再く陰欄工郡等を含む．）の相加（今抜3埠的缶封で1千

腹円厚膿を目途）に努力するよう指噂する．

②　日本開発銀行の縫貝の活用等

民開設剛史n促進のため、円木開花鋸1雷の駿口の隋柚的捌けを阿るとともに、必知に応じn村仲の追加を

行う．

③　連想技術開発の促進

民間における撚館技術に珊する試験研究の一一抗の促好を阿るなめ、昭和60年10月に充足した糎館技術研

究促進センター直話用する．

く31個人論策・の喚起

⑳　金敷機関の白井Mを標津しつつ、椚巧者金融への机柿的な取和みを要抗する．特に、椚指事ニースにあった

・商品を金敷扱間の址全性に配慮しつつ提供がるよう整調－る．

②’金級且帆の週休二日制の私大との間逆にも配慮しつつ、－現令色動支払粗くC．D．）の埴土評価霞日の接触

を行うとともに、営菜円におけるC．．D．の時間旺長持勘を行うよう要請する．

⑳　カラーテレビ及び内勤印について、劉飢仮免彷準条件の棍机等を阿る。

（4）公共事菜の拡大

公共投只については、次のとおり、給餌1兆8亨ぬ円梓畦の耶最規桜の追加を行う。

◎　一般公共事集についての国庫債務負馴i為の活用を阿る．

②　財政拉敢舞の追加によって鋸歩1る耶菜を奄する公用害に灯し，際許祖倍等を打まえ、その追加を行うこと

により、事業の推進を図る．

③　災宮復旧工事の速やかな丈膿を回る．

④　地方騨執事桑について、地域の尖柄に応じ地方爪の試用を岡ること等により、下水道都業等の追加用lRを含

め、その円的な施行を隅持するものとする。

なお、大郡市の下水掛Ii独音域については、環境条例が貯えは、敗的保証外机の酎うにより低利n令の呼人

を行いうるものとする．
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2．今酎附ける別口

内副広大のため当雨早急に実施する’対隋に加え、民間抗力を十全に発揮させるため、今緩引き続き、以下の講対

策を実施する。

また、民間部門の活力を只野させるとの校点から、民間活力削覇プロジェクトに関する環境熱鮎、住宅建設、拉

剛史持寄に間する俺属について、今稜の予罪編成、削叫改正作製の遇円の中で新発の手続を経つつ検Hを進める．

・（1）公共的事菜分野への民間講力の導入

民間講力を試用して、馳門別何字鞍や各地において尖地されているテクノポリス等の地方におけるプロジ丁ク

トの着実な推進を因る．また、民間の賃金こ技術的拝顔及’び経常能力を公共的事業分野へ導入することとし、立

法邦訳を含め粥粟の効率的かつ円的な実施を国るための所要の環境の雛偏を推進する．

（2）規制緩和

規研雄和については、r当所の行政改塔の具体化方韓について1（昭和60年9月24日間縫決定）において

措置方針を定め、「許可、認可等民間訴軌に係る規制の惰押及び舎埋化に関する法相婁j（仮称）を臨時閉会に

攫出するなど笥実に封休化を阿ることとしているが、民閥餃笥誤動に対する持規桝の緩和が郡乗鞍会の椚加によ

る内需拡大に役立つことにかんがみ、別紙1に掲げた紡楕円を筍実に安値する．

（3）週休二日制の拡大

椚n機会の椚火を荊じる内謁払大、ゆとりと活力のある師的主l余の実現、先激闘としてよりふさわしい労勘条

件の鞭保等の観点から、週休日等の年間休日口数が今楼5年間で現在より10日押度増加するよう努めることに

より、これを欧米井等拍僻みに好つけること等を‖既として、別紙2に掛ナた諸対策を璃実に実地づるi

（4）同公有地等の石動活用

聞公布地等の有効裾Uが良好な郡市環境の形成、餞宅梗盟等の促進にRするとの柑点から、別紙3に償い、所

要の措霞を着実に実施することとし、特に土地倍托剛住については、悶布地への導入を図るため、次期通常国会

に痛苦の法相裳を掟Ⅲ1ベく脾鮎を巡．め、公1り也にあってもその導入について検村を丑める。

3．内需拡大に間する封筒の実施に当たっては、内剛五大に間する作業悪日会が脾較的にそのフォロー・アップを1‾i

い、随時、辞訳封笛閣僚会粗に柏㌫1るものとツる．
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